
 

仕 様 書 

 

１ 許可物件 

施設名 所在地 許可箇所 許可面積 

福井運動公園 福井市福町３－２０ 〇〇〇〇 
 ㎡ 

（幅 m × 奥行 m） 

※許可面積には空き容器回収ボックスの設置面積を含む。 

 

２ 自動販売機の設置台数 １台 

 

３ 許可期間 

  令和７年４月１日から令和１０年３月３１日まで（更新なし） 

 

４ 設置事業者の施設使用形態 

  自動販売機の設置は、公募による都市公園法（昭和 31年法律第 79号）、福井県都市公園条例（昭

和 48年福井県条例第 5号）。の規定に基づく設置許可によることとする。 

  

５ 使用料 

   使用料は公募により決定した金額とする。 

 

６ 必要経費 

  自動販売機の設置および撤去に必要な経費は設置事業者の負担とする。 

  また、光熱水費についても設置事業者の負担とする。設置事業者は光熱水費の使用料を計る専用

メーターを自動販売機に設置し、それによる実費を福井県が指定する日までに納入すること。 

 

７ 設置機器の仕様について 

   設置する自動販売機の機器については、次に掲げる条件を満たしたものとすること。 

   ア 省電力やノンフロン対応など環境に十分配慮したものであること。 

   イ 物件番号２０以外は、外部白色無地とすること。 

   ウ 物件番号２～１８ 計１７箇所をユニバーサルデザイン機とする。 

   エ 物件番号２０は、子供向け・大人向け紙パック商品を販売すること。 

   オ 物件番号１、１９は、ラクトアイス、氷菓子等を販売すること。 

 

８ 利用上の制限 

   契約期間中は次の事項を遵守すること。 

  ア 入札条件を遵守し、使用料および光熱水費を期限までに確実に納入すること。 

  イ 自動販売機を設置する権利を第三者に譲渡または転貸してはならないこと。 

ウ 自動販売機の設置および管理運営に必要な一切の業務を福井県の承諾なく第三者に委託し

てはならないこと。 

  エ 販売品の搬入・廃棄物の搬出時間および経路については、福井運動公園事務所の指示に従う

こと。 



 

  オ 販売品目は清涼飲料水、牛乳等の飲料、アイスクリーム類とし、酒類・たばこの販売を行わ

ないこと。 

  カ 販売価格は標準小売価格以下の価格とすること。 

  キ 設置事業者は本件許可に係る自動販売機の売上金額・売上数量等を、別に指定する期日まで 

に福井運動公園事務所に報告すること。 

  ク その他大会等の開催における制限がある場合においては、福井運動公園事務所の指示に従う

こと。 

 

９ 維持管理 

   許可期間中は次の事項を遵守すること。 

  ア 商品補充、金銭管理など自動販売機の維持管理については、設置事業者が行うこと。また、

商品の賞味期限に十分注意するとともに、在庫・補充管理を適切に行うこと。 

  イ 自動販売機に併設して、販売する商品の使用済容器回収ボックスを必要数設置し、設置事業 

者の責任で適切に回収・リサイクルすること。 

  ウ 関係法令等の遵守・徹底を図るとともに、関係機関等への届出、検査等が必要な場合は遅滞

なく手続等を行うこと。 

 エ 自動販売機を設置するにあたっては、据付面を十分に確認した上で安全に設置し、転倒防止 

  対策を行うこと。また、設置後は定期的に安全面に問題がないか確認すること。 

  オ 自動販売機の故障や問い合わせについては、連絡先を明記し、設置事業者の責任において対

応すること。 

 

１０ 毎月の報告 

   設置事業者は毎月の自動販売機ごとの売上金額・売上数量等を翌月２０日までに書面にて福井

運動公園事務所に報告すること。 

 

１１ 自己都合による許可の解除 

   設置事業者の自己都合により許可期間中に許可を解除する場合は、３か月前までに書面にて福 

井県に通知すること。この場合において、解除となった後継設置者を選定する入札には参加でき

ない。 

    

１２ 原状回復 

  設置事業者は、許可期間が満了または許可が取消しされた場合は速やかに原状回復すること。 

 なお、原状回復に要する費用は設置事業者の負担とする。 

 

１３ 自動販売機設置等に伴う事故 

   福井県の責めに帰する事由による場合を除き、設置事業者がその責を負う。 

 

１４ 商品等の盗難および破損 

 （１）福井県の責めに帰することが明らかな場合を除き、福井県はその責を負わない。 

 （２）設置事業者は商品および自動販売機が汚損または毀損したときは自らの負担により速やか 

   に復旧しなければならない。 


